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初
詣
は
氏
神
様
か
ら

宮
司

山
田

茂
雄

新
年
平
成

年
は
、
河
内
神
社
で
は
氏
子
の
皆
様
の

25

御
協
力
を
賜
り
、
拝
殿
の
大
注
連
縄
を
５
年
ぶ
り
に
作

お
お

し

め

な

わ

り
直
し
ま
し
た
。
社
頭
に
門
松
を
飾
り
、
各
鳥
居
の
注

連
縄
も
新
し
く
作
り
替
え
、
新
年
を
迎
え
ま
す
。
新
し

き
年
が
良
き
年
と
な
る
よ
う
、
元
日
は
、
氏
子
・
崇
敬

者
の
皆
様
参
拝
の
も
と

歳
旦
祭
を
行
い
ま
す
。

氏
神
様
に
初
詣
を
し

て
、
昨
年
ま
で
の
禍
事

ま
が
ご
と

な
ど
祓
い
清
め
、
御
札

お

ふ
だ

・
御
守
も
新
し
く
取
り

お
ま
も
り

替
え
、
清
々
し
い
気
持

ち
で
今
年
一
年
の
幸
せ

を
祈
願
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
本
年
は
日
本

の
総
氏
神
・
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
と
、
出
雲
大
社
の

年
ぶ
り
の
ご
遷
宮
が
同
じ
年
に
行
わ
れ
る
記
念
の
年

60で
も
あ
り
ま
す
。
大
震
災
・
経
済
不
況
な
ど
元
気
の
な

か
っ
た
日
本
も
、
ご
遷
宮
に
よ
り
新
た
な
力
を
も
た
れ

る
大
神
様
の
も
と
、
元
気
に
蘇
り
た
い
も
の
で
す
。
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正
月
の
お
祭
り
と
行
事

【

】

参
拝
・
授
与
所
始
め

元
日
・
午
前

時
０

、

、
福
入
り
御
神
籤
、

御
札

御
守

お

ふ

だ

お
ま
も
り

お

み

く
じ

、
招
福
熊
手
、
干
支
土
鈴
な
ど

破
魔
矢

は

ま

や

く

ま

で

え

と

ど

れ

い

授
与
し
ま
す
。
元
日
は
あ
っ
た
か
甘

酒
、
お
子
様
に
は
し
あ
わ
せ
ポ
ン
菓

子
配
布
（
数

量
限
り
）
も

あ
り
ま
す
。【

】

歳
旦
祭

元
日
・
午
前

時
９

さ
い
た
ん
さ
い

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
、
皆
様

の
健
康
と
安

寧
を
願
う
祭

式
を
行
い
ま

。

、

す

巫
女
舞

獅
子
舞
を
奉

納
し
、
正
月

を
晴
々
し
く
迎
え
ま
す
。

数
え
年

【
厄
年
早
見
表
】

歳

歳

歳

歳

男

歳

女

歳

25

42

(大厄)

61

19

33

(大厄)

37

８

前厄

平成
２
年生
(1990)

昭和
48
年生
(1973)

昭和
29
年生
(1954)

前厄

平成

年生
(1996)

昭和
57
年生
(1982)

昭和
53
年生
(1978)

７

本厄

平成
元
年生
(1989)

昭和
47
年生
(1972)

昭和
28
年生
(1953)

本厄

平成

年生
(1995)

昭和
56
年生
(1981)

昭和
52
年生
(1977)

６

後厄

昭和
63
年生
(1988)

昭和
46
年生
(1971)

昭和
27
年生
(1952)

後厄

平成

年生
(1994)

昭和
55
年生
(1980)

昭和
51
年生
(1976)

数
え
年

【
歳
祝
い
早
見
表
】

９

４

還
暦

傘
寿

白
寿

歳

歳

歳

か
ん
れ
き

さ
ん
じ
ゅ

は
く
じ
ゅ

61

昭和
28
年生
(1953)

80

昭和

年生
(1934)

99

大正

年生
(1915)

３

古
稀

米
寿

元

上
寿

歳

歳

歳

こ

き

べ
い
じ
ゅ

じ
ょ
う
じ
ゅ

70

昭和
19
年生
(1944)

88

昭和

年生
(1926)

100

大正

年生
(1914)

歳

歳

喜
寿

卒
寿

き

じ

ゅ

そ
つ
じ
ゅ

77

昭和
12
年生
(1937)

90

大正
13
年生
(1924)

【

】

新
年
祈
願
受
付

元
日
・
午
前

時
か
ら

０

合
格
祈
願

家
内
安
全

自
動
車
祓
い

交
通
安
全

安
産
祈
願

商
売
繁
盛

厄
祓
い

歳
祝
い

や
く
ば
ら

と
し
い
わ

初
宮
参
り

芸
能
成
就
どな

社
頭
で
の
諸
祈
願
を
拝
殿

に
て
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
時
間

午
前

時
～
午
後

時

０

５

元
日

(

午
前

時
～

時
は
、歳
旦
祭
の
た
め

)

８

受
付
休
止

10

日
２

午
前

時
～
午
後

時

)

９

５

日
３

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

４
日
以
降

０
８
２

９
２
８

２
２
８
３

河
内
神
社
社
務
所

(
)

-

【

】

獅
子
舞
登
場

元
日
・
午
前

時
と
午
後

時
半

０

10

河
内
神
社
境
内
に
て
、
獅
子
舞
同

け
い
だ
い

好
会
に
よ
る
開
運
招
福
獅
子
舞
が
行

わ
れ
ま
す
。
獅
子
に
頭
を
噛
ま
れ
る

と
、
邪
気
が
払
わ
れ
、
そ
の
年
は
無

病
息
災
、
元
気
で
過
ご
せ
る
と
も
。

へ
の
ア
ク
セ
ス
〔
周
辺
図
〕

河
内
神
社

第16号河 内 神 社 報 平成２５年１月１日



（2）

氏
神
様

河
内
神
社
の
御
札
と
と
も
に
神
宮
大
麻

･

お

ふ

だ

じ

ん

ぐ

う

た

い

ま

(

神
宮
の
御
札)

を
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う

伊
勢
の

皆
様
の
家
庭
に
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
を
！

身
近
で
見
守
る
地
元
の
氏
神
様

と

「
河
内
神
社
」
の
御
札

日
本
全
土
を
広
く
見
守
る
神
様

を

「
天
照
皇
大
神
」
の
御
札

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う

「
い
つ
も
家
庭
に
災
い
な
く
、
家

。
族
み
ん
な
元
気
に
暮
ら
せ
ま
す
よ

う
」
祈
る
心
、
神
様
の
恵
み
に
感

謝
す
る
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
に

、

。

よ
り

が
深
ま
り
ま
す

家
族
の
絆

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新

御
札
、
御
守
は
新
し
く

し
い
力
、
新
し
い
命
を
頂
く
た
め
、

お
ま
も
り

。
古
い
御
札
、
御
守
は
氏
神
様
に
納
め
、
一

取
り
替
え
ま
す

年
を
無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。
御
札
、

御
守
等
は

し
て
お
り
ま
す
。

河
内
神
社
で
授
与

小
大
麻

円

交
通
安
全
・
開
運
・
厄
除

伊
勢
の

８
０
０

中
大
麻

円

合
格
・
健
康
長
寿
・
仕
事

神
宮

１
２
０
０

御

札

円

就
職
・
金
運
・
良
縁
結
び

河
内

５
０
０

どな

中
御
札

円

各
種
御
守

円

神
社

１
０
０
０

５
０
０

神

宮

暦

円

破

魔

矢

円
～

２
０
０

１
０
０
０

は

ま

や

小
型
神
棚

円

招
福
熊
手

円
～

１
０
０
０

１
０
０
０

く

ま

で

御

神

籤

円

土
鈴(

巳)

円
～

１
０
０

８
０
０

お

み

く

じ

み

かほ

御
札
の
ま
つ
り
方

お

ふ

だ

、

、

重
ね
る
場
合

手
前
か
ら
神
宮

河
内
神
社
、
崇
敬
す
る
神
社
の。

御
札
の
順
に
お
ま
つ
り
し
ま
す

総
代
長
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た

退
任
の
挨
拶

前
氏
子
総
代
長

大
下
宣
義

今
般(

月
９
日)

氏
子
総
代
会
に
お
い
て
、

12

７
期

年
の
任
期
を
終
え
て
、
退
任
を
議
決
戴
き
ま
し
た
。

21
思
え
ば
、
前
宮
司
山
田
爲
康
先
生
・
御
奥
様
の
教
訓
を
い

た
だ
き
、
続
い
て
は
、
茂
雄
宮
司
御
夫
婦
の
御
援
助
、
役
員

諸
氏
の
積
極
的
な
御
協
力
、
氏
子
皆
様
の
あ
た
た
か
い
御
支

援
を
賜
り
、
大
過
な
く
任
を
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
と
と
も
に
、
万
感
込
め
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
敬
神
崇
祖
の
念
を
も
っ
て
「
人
は
生
き
て
い

る
の
で
は
な
く
、
生
か
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
自
覚
し
、
氏

子
と
し
て
余
生
を
お
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
御

厚
情
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
辞
足
り
ま
せ
ん
が
退
任
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

拝

就
任
の
挨
拶

氏
子
総
代
長

先
本
民
治

悠
久
の
時
の
流
れ
に
、
神
社
の
杜
と
と
も
に

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
我
が
里
。
里
人
の
誰
も
が
畏
敬
と
尊
厳

の
意
を
持
っ
て
護
持
運
営
を
重
ね
て
き
た
『
村
社

。
檜
の

』

森
と
移
り
来
た
鎮
守
の
杜
、
御
本
殿
の
お
姿
で
あ
り
ま
す
。

神
社
の
大
道
を
創
造
し
て
い
た
だ
い
た
大
下
総
代
長
、
21

年
の
長
き
に
わ
た
る
任
の
中
で
の
労
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
氏
子
総
代
会
に
お
い
て
次
期
総
代
長
の
指
名
を

受
け
、
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
で
あ
り
ま
す
。
微
力
、
薄
学
の

輩
で
あ
り
ま
す
が
、
地
域
氏
子
の
皆
様
方
の
御
指
導
と
御
支

援
を
戴
き
、
前
総
代
長
の
足
跡
を
踏
襲
し
つ
つ
、
任
を
努
め

た
く
存
じ
ま
す
。
こ
こ
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
ご
挨
拶
に

替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

上
河
内･

下
河
内･

上
小
深
川･

下
小
深
川･

藤
の
木･

河
内
南

の
氏
神
様

(

彩
が
丘)

〔
平
成

年
〕

河
内
神
社
の
こ
よ
み

25

１
月
１
日

午
前
９
時

歳
旦
祭

(

祝)

さ
い
た
ん
さ
い

２
月

日

午
前

時

建
国
記
念
祭

(

祝)

11

10

３
月

日

午
後
２
時

稲
荷
神
社
大
祭

(

日)

10

４
月

日

午
後
２
時

祈
年
祭
（
大
祭
）

(

日)

き

ね

ん

さ

い

14

４
月

日

午
前

時

河
内
忠
魂
社
慰
霊
祭

(

祝)

29

10

７
月
７
日

午
後
２
時

夏
祭
、
夏
越
大
祓
、
茅
輪
神
事

(

日)

な
ご
し
の
お
お
は
ら
い

ち

の

わ

７
月

日

午
後
２
時

園
祭(

御
旅
所
御
神
幸)

(

日)

祇

お

た

び

し

ょ

ご

し
ん
こ
う

21

８
月

日

午
後
７
時
半

献
灯
祭

(

水)

ろこ

14

(

神
楽
奉
納)

日

日

午
後
６
時
半

秋
祭
前
夜
祭

(

土)

か

ぐ

ら

10

12
月

日

午
後
２
時

秋
祭
（
例
大
祭
）

(

日)

10

13
月

日
前
後

七
五
三
祭

11

15
月
８
日

午
後
２
時

新
嘗
祭
（
大
祭
）

(

日)

に
い
な
め
さ
い

12
月

日

午
後
６
時

除
夜
祭
（
大
祓
）

(

月)

12

31

毎

朝

日
供
祭

に

っ

く

さ

い

毎
月
１
日
・

日

月
次
祭

つ
き
な
み
さ
い

15

日
供
祭
・
月
次
祭
で
は
、
氏
子
の
皆
様
の
日
々
の
ご
安
泰
を
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。
午
前
７
時
半

、
境
内
の
清
掃
が
す
ん
だ
後
、

ろ
こ

執
り
行
い
ま
す
の
で
ご
参
拝
下
さ
い
。

出
張
祈
願
祭
も
受
付

、

、

、

、

地
鎮
祭

家
祓
い

商
売
繁
盛

(

新
築)

(

入
居)

上
棟
祭

じ
ち
ん
さ
い

や

ば

ら

、

、

。

安
全
祈
願

開
店
祭
等
日
時
の
ご
相
談

ご
予
約
く
だ
さ
い

河
内

神
社

検
索

河
内
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

河
内
神
社
平
成

年
度
決
算

23

〔
繰
越
金
〕
百
七
十
九
万
五
千
円
／
〔
歳
入
〕
七
百
六
十
二
万
七
千
円

／
〔
歳
出
〕
五
百
八
十
五
万
円
／
〔
残
金
〕
三
百
五
十
七
万
三
千
円
。

〔
歳
入
の
主
な
も
の
〕
祈
祷
料
百
十
三
万
円
、
賽
銭
六
十
二
万
円
、
御

札･

御
守･

破
魔
矢
等
二
百
六
十
万
円
、
玉
串
料
百
六
十
四
万
円
、
初
穂

料･

祭
典
費
百
三
十
六
万
円

〔
歳
出
の
主
な
も
の
〕
祭
典
費
五
十
一
万

。

円
、
神
職
給
二
百
五
十
万
円
、
御
札･

御
守･

破
魔
矢
等
の
仕
入
百
五
万

円
、
会
議
費･

雑
費
等
百
二
十
万
円
、
教
化
費･

保
険･

負
担
金
等
五
十

八
万
円

〔
残
金
内
訳
〕
予
備
資
金
百
五
十
万
円
、
繰
越
金
二
百
七
万

。

円
。
決
算
報
告
は
、
毎
年

月
に
監
事
に
よ
り
監
査
を
受
け
、
氏
子
総

４

代
会
に
て
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。
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